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1. はじめに
古文書や古記録、古典籍など江戸時代以前に刊行な

いし筆記された文字資料の大多数は、現代人にとって
解読困難な「くずし字」で書かれている。このため人
文情報学分野では、くずし字で書かれた資料の解読を
支援あるいは自動化するための取り組みが続けられて
きた。本稿では、こうしたくずし字資料を扱う研究開
発の現状と課題をまとめる。

そもそも「くずし字」とは、文字資料のうち、楷
書の文字の点画を省略した手書き文字、あるいは手書
き文字を基にした版本の文字を総称して指す用語であ
る。書道史においては草書や行書など、点画の省略段
階で名称を区分し、「くずし字」という総称は用いら
れないが、古文書や古典籍を扱う日本史学や日本文学
分野では「くずし字」という用語が使用される傾向に
ある。

現代人がくずし字で書かれた文字資料を解読するに
あたり、まず課題となるのが、現代では使用機会が極
めて限定される「変体仮名」を解読することである。
たとえば現在の「す」という文字は、漢字の「寸」か
ら派生した文字である（派生元の漢字を「字母」とい
う）が、江戸時代には、同じ「す」という音を表現す
るために、「寿」「須」「数」などの漢字を字母とする
複数の字体が用いられていた。こうした平仮名の異体
字を「変体仮名」という。現在では、看板などの限定
された場所を除けば、変体仮名を目にする機会はほと
んどない。

変体仮名に加えて、前近代史料の解読を困難にして
いる要素が、漢字の草書表記である。たとえば「前」
という漢字を草書体で筆記する場合には、筆で速記す
るために字画を大きく省略した形で書かれる。さらに
文字は連綿体で書かれることが多いため、初学者には
一字一字の区分の判読も難しい。草書の形態は時代や
地域によってさまざまに変化があるが、江戸時代には
御家流（青蓮院流）と呼ばれる書体が普及し、寺小屋
における教育を通じて武士層から農民層まで同一の書
体で文字を書くことが可能になった。しかし、明治時
代に活版印刷が導入されると、楷書体による漢字表記
が普及し、書道などの一部の場を別にすれば、次第に

草書体漢字も利用の場を失っていった。
伝来するくずし字資料の点数については、いくつか

の推計が発表されている。たとえば近世日本文学研究
者の中野三敏氏は、江戸時代以前に刊行された書籍の
点数は 100 万点を優に超すと見積もっている（1）。ま
た同時に、このうち現在までに活字化された書籍は 1
万点にも満たないとの推測を明らかにしている。した
がって、中野氏の推測によると、活字で読むことので
きる江戸時代以前の刊行資料は、全体の 1% にも満た
ないことになる。また伝来する文字資料には刊行資料
のみならず、古文書・古記録など、多数の手書き資料
も含まれる。日本史学では、刊行資料よりもこれらの
手書き資料が研究資料として頻繁に利用される。古文
書・古記録はその多くが図書館や博物館、文書館に収
蔵されており、近年はデジタル化も活発に進められて
いるが、旧家の蔵など文化学術機関の管理の及ばない
場所にも大量に保存されている。地域歴史資料の保存
活動に関わる歴史学者の奥村弘氏によれば、このよう
な地域に私蔵されている歴史資料の数は「控えめに考
えても二〇億点以上」にのぼるという（2）。

このようにくずし字資料は膨大な点数が残されてお
り、少数の専門家の手によってそのすべてを翻刻（テ
キスト化）することはまず不可能である。そこで人文
情報学分野では、画像認識やクラウドソーシングなど
の情報技術を駆使して、くずし字資料の大規模テキス
ト化を実現するための取り組みがなされてきた。

2. くずし字資料大規模テキスト化がひらく可能性
実際にくずし字資料の大規模かつ高精度なテキスト

化が実現した場合、それがもたらす恩恵として考えら
れるものには次のようなものがある。

①資料からの情報発見・情報抽出の効率化
資料の大規模なテキスト化が実現すれば、膨大な点数
の江戸時代以前の刊行資料・筆記資料を対象に、全文
検索をかけることが可能になる。たとえば特定の人名
や地名に関連する情報をまとめて取得することが可能
になり、資料から情報を抽出する効率は飛躍的に向上
するだろう。これは歴史学や古典文学など資料ベース
で研究を行う分野の研究者にとって福音となるはずで
ある。

②テキストマイニングの活発化
自然言語処理技術を駆使して大量の文書データを分析
し、そこから有益な情報を取り出す手法を「テキスト
マイニング」という。人文情報学分野では、歴史資料
や古典文学作品を対象にしたテキストマイニングは最
も活発な研究テーマのひとつであるが、もっぱらその＊国立歴史民俗博物館
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対象はテキストデータベースの整備が進んだ欧米資料
に限定されてきた。日本語資料の大規模テキスト化が
実現すれば、この領域でもテキストマイニング研究が
活発化することは間違いないだろう。

③異分野における歴史資料の利用活性化
大量のテキストデータが利用可能になることで、自然
科学など、歴史学や文学とは異なる分野において歴史
資料の活用が進むかもしれない。たとえば地震学では、
古くから歴史資料の研究資料としての活用が進んでお
り、江戸時代以前に発生した地震についての記録を編
纂した長大な資料集が刊行されている。また歴史資料
とは一見無縁に見える天文学においても、過去の天文
イベントについての記述を古文書や古記録に求めるタ
イプの研究（3）が近年登場し、話題を呼んだ。大規模
テキスト化の実現を通じて異分野の研究者が膨大な歴
史資料にアクセス可能になれば、こうした新しいタイ
プの研究利用はいっそう活発化するだろう。

④一般層における利用活性化
歴史資料を利用するのは研究者だけとは限らない。郷
土史やファミリーヒストリーに関わる調査のため、あ
るいは創作活動のための資料として利用するため、歴
史資料の解読に関心を寄せる人々は少なくないが、多
くの場合くずし字の解読が障害となっている。大規模
テキスト化はこの構造を解消し、一般の人々がより容
易に一次資料に触れることを可能にするかもしれな
い。

3. くずし字解読に関わる人文情報学研究
日本におけるくずし字資料のテキスト化に関わる研

究の歴史は長く、すでに 1999 年には古文書を対象と
した光学文字認識（OCR）開発を目標とする科研費研
究が始まっている（4）。しかしながら、当時利用可能
だった機械学習アルゴリズムやコンピューターの計算
能力、また機械学習のための訓練用データは今日と比
べて非常に限定されており、古文書 OCR と呼びうる
システムの開発までには至らなかった。ただしこの一
連の研究は、画像検索機能付き電子くずし字辞典や、
n-gram を利用した翻刻支援システム、古文書のレイ
アウト認識アルゴリズムなど、古文書解読を支援する
多数の成果を生み出した。

2010 年代に入ると深層学習が画像認識を含む多数
の分野において従来手法を上回る性能を発揮するこ
とが分かり、くずし字の自動認識への応用に期待が高
まった。さらにこの分野で画期をなしたのは、2016 年
の「日本古典籍字形データセット」（後に「日本古典
籍くずし字データセット」に改称）の公開である（5）。

国立情報学研究所と国文学研究資料館が共同で公開し
たこのデータセットは、江戸時代の古典籍に書かれた
くずし字の 1 文字ずつの字形画像データや文字座標
データを含むもので、2019 年時点で 4,328 文字種にわ
たる約 100 万字の字形を収録している。容易に利用可
能なオープンなデータセットが公開されたことで、多
数の研究者やエンジニアがくずし字の自動認識研究に
参入した。さらに 2019 年には電子情報通信学会パター
ン認識・メディア理解（PRMU）研究会による「PRMU
くずし字認識チャレンジ（6）」や Kaggle くずし字認識
コンペティション（7）など、くずし字認識アルゴリズ
ムの精度を競う複数のコンペティションが開催され
た。こうしてくずし字の自動認識は、国際的にも認知
度の高い研究テーマとなっていった。

以下では、この過程で公開された、くずし字解読に
関する主要なアプリケーションを紹介しよう。

3.1 木簡・くずし字解読システム－ MOJIZO －
「MOJIZO（8）」は、奈良文化財研究所（以下「奈文

研」）と東京大学史料編纂所が共同開発し 2016 年に公
開した文字画像の検索システムである。MOJIZO はク
エリとして与えられた文字画像を解析し、奈文研およ
び史料編纂所のデータベースから類似した文字画像を
検索することで文字の識別を行う。2017 年にはスマー
トフォンおよびタブレット対応版も公開された。

3.2 くずし字学習支援アプリケーション
くずし字の自動認識を目指すのではなく、人間の学

習支援を目的とした教育用アプリケーションも複数公
開されている。代表的なものには、いずれもモバイル
アプリケーションである、早稲田大学文学学術院と米・
カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）が共同
開発した「変体仮名あぷり（9）」や、大阪大学文学研究
科が中心となって開発した「くずし字学習支援アプリ
KuLA（10）」がある。

3.3 みんなで翻刻
京都大学古地震研究会が 2017 年 1 月に公開した「み

んなで翻刻（11）」は、市民参加によりくずし字資料の
大規模翻刻を実現するクラウドソーシング型のシス
テムである（E2353 参照）。もともと「みんなで翻刻」
は江戸時代以前の災害史料の翻刻のために開発された
システムであったが、2019 年 3 月までに当初の目標
であった東京大学地震研究所図書室の所蔵する和古書
約 500 点の翻刻が完了したため、同年 7 月に翻刻の対
象を歴史資料一般に拡張した新バージョンが公開され
た。このバージョンの「みんなで翻刻」は、デジタルアー
カイブの画像共有にかかわる国際標準 IIIF（CA1989
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参照）に対応しており、IIIF 準拠の任意のデジタル
アーカイブと連携することが可能である。また、後述
する凸版印刷および人文学オープンデータ共同利用セ
ンター（CODH）の開発したくずし字認識システムと
連携しており、1 文字単位でくずし字の読みの候補を、
字形の類似度に基づくスコアとともに提示する機能を
参加者に提供している。2022 年 1 月時点で合計 18 件
の翻刻プロジェクトが進行しており、入力文字数の合
計は新旧バージョン合わせて 2,000 万字を超えている。

3.4 くずし字解読支援システム「ふみのは」
くずし字の自動認識は学術機関のみならず産業界で

も研究されてきた。そうした企業の代表が印刷会社大
手の凸版印刷である。同社は 2015 年に、江戸期以前
のくずし字を 80% 以上の精度で認識するシステムを
開発したとの報道発表を公開している（12）。さらに同
社は深層学習技術を取り入れたくずし字認識システム
の開発に取り組み、2021 年にくずし字資料の解読支援
システム「ふみのは（13）」としてサービス公開を行った。
「ふみのは」システムでは複数文字を一括で認識す

る機能が組み込まれており、資料の翻刻を効率的に行
うことができる。また資料のテキスト化を支援するだ
けでなく、解読結果を博物館展示やオンライン公開す
るためのソリューションや、教育機関向けに教員や学
生が共同で解読を行うためのプラットフォームをも提
供している点に特徴がある。たとえば立命館大学アー
トリサーチセンターの「くずし字翻刻学習・指導シス
テム」が「ふみのは」の機能を一部取り入れている

（E2179 参照）。

3.5 KuroNet
KuroNet（14）は、2019 年に人文学オープンデータ共

同利用センター（CODH）が発表したくずし字資料の
自動認識システムである。KuroNet の最大の特徴は、
資料画像中の文字位置の特定から文字種の識別まで、
文字認識に関わる一連の処理を人間の介在なしに行え
る点にある。この機能のために KuroNet は U-Net と
呼ばれる医療分野の画像認識のために開発された人工
知能（AI）を組み込んでおり、複雑なレイアウトの
資料でも高い精度で文字位置を特定することができる

（15）。また同年、KuroNet を利用した一般向けサービ
スとして「KuroNet くずし字認識サービス」も公開さ
れた。これにより IIIF 形式で公開されている画像であ
れば、誰でも KuroNet による文字認識を試すことが
可能になった。

3.6 くずし字認識アプリ「みを（miwo）」
CODH が 2021 年 8 月に公開した「みを（16）」は、

iOS および Android で利用可能なモバイルデバイス
向けのくずし字認識アプリである。開発者のカラーヌ
ワット・タリン氏によると、上述の KuroNet をベー
スとして、Kaggle くずし字コンペティションで上位
を獲得したモデルのアルゴリズムを一部取り入れてい
るという。Twitter では「みを」のユーザーが「#mi-
woapp」というハッシュタグを付けて利用レポートを
投稿しており、日本画家や家系研究者、筆跡研究家な
ど、様々な背景の人々が「みを」を利用してくずし字
資料の解読に取り組んでいることがうかがえる。カ
ラーヌワット・タリン氏はアプリの機能改善を継続す
ることを明言しており、今後の発展が期待される。

4. 今後の課題と展望
最後に、くずし字解読に関わる人文情報学研究の今

後の課題と展望について述べよう。
「みを」に代表される、これまで開発されたくずし

字認識システムには、いまだ大きな制約が複数存在
している。第一に、AI の訓練に利用されている「日
本古典籍くずし字データセット」は、江戸時代に出版
された木版本から文字画像を採取しているため、古文
書や古記録などの手書きの資料に対しては認識精度が
著しく低下してしまう。第二に、現在のくずし字認識
AI は、字形のみを手がかりに文字の識別を行ってい
るため、字形が類似する異なる文字を判別できないと
いう問題がある。そこで、くずし字認識 AI が発展す
る可能性として、次の二つの方向が考えられる。

第一は言語モデルの導入である。文章中の文字や語
句の出現は一定の確率に従うことが知られており、与
えられたテキストデータから文字や語句の出現確率を
学習させた確率的モデルを自然言語処理分野では「言
語モデル」と呼ぶ。この言語モデルを用いて、字形ベー
スの文字認識によって得られた複数の認識候補から、
文脈的により確からしい候補を選択することが可能で
ある。この仕組みはすでに現代語を対象とした OCR
システムや手書き文字認識システムの実装に広く利用
されており、くずし字の自動認識システムにおいても
認識精度の向上に寄与することが期待される。しかし
ながら、この手法を試すにはまず日本語の歴史資料を
対象とした言語モデルを構築せねばならず、そのため
には AI に学習させるためのテキストコーパスを準備
する必要がある。日本語の歴史資料を対象としたコー
パスには国立国語研究所が公開する「日本語歴史コー
パス（17）」があるが、こうしたコーパスを利用して構
築した言語モデルが、どの程度くずし字認識の精度向
上に貢献するかは未知数であり、今後の研究が待たれ
る。

第二の方向は、クラウドソーシングシステムとの連
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携である。例えば、すでに「みんなで翻刻」には一文
字単位でくずし字認識を行う AI が組み込まれている
が、KuroNet のように文書画像全体の認識が可能な
より高度な AI を導入することで、人間が文脈や背景
知識をもとに AI の誤認識を修正するという協業関係
が生まれるかもしれない。また、「みんなで翻刻」で
翻刻された 2,000 万字の翻刻テキストを、くずし字認
識 AI の訓練に用いることができれば、認識精度の向
上に大きく寄与する可能性がある。ただし、「みんな
で翻刻」の翻刻文は文字座標についての情報を持たな
いため、これを字形データセットとして加工するには
様々な工夫が必要である。また、ボランティアによる
翻刻は必ずしも正確ではないので、データセット中の
誤りに対して頑健なモデルを構築する必要もあるだろ
う。また、「みんなで翻刻」にとっては、AI との連携
が進むことで、初学者が翻刻に参加する敷居が下がる
というメリットがある。2022 年 1 月時点で「みんなで
翻刻」の参加登録者は 2,000 人に達しているが、さら
なる参加者増が実現するかもしれない。

以上のように、くずし字解読にかかわる人文情報学
研究には、様々な発展の余地が残されている。その探
求を続けることは、情報技術と文化・歴史との関係、
そして AI と専門家、市民との関係について考える契
機をも与えてくれる。今後とも多くの人々を惹き付け
る魅力的なテーマであり続けるだろう。
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